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　52,601世帯（前月比18世帯増）

　165,133人（前月比196人増）

　81,969人

　83,164人

世帯数

人　口

　　男

　　女

　
十
月
二
十
七
日
か
ら
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
読
書
は
私

た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
、
知
識
や
想
像
を
限
り
な

く
広
げ
て
く
れ
、
。
人
生
を
決
定
づ
け
る
″
出
合
い
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
読
書
週
間
を
機
会
に
、
多
く
の
人

に
良
い
本
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
「
グ
リ
ム
童
話
展
」
を
開

き
ま
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

A
蔵
書
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
Ｉ
大
切
に

休日は家族そろって

　　　中央図書館へ

(月曜日・祝日休館･電話20－1511)

。
キ
ラ
リ
知
性
秋
の
一
冊
”
―

こ
れ
は
今
年
の
読
書
週
間
の
標
語

で
す
。

　
秋
の
読
書
週
間
は
、
「
燈
火
親

し
む
俣
」
の
読
書
シ
ー
ズ
ン
に
、

日
ご
ろ
読
書
の
機
会
が
無
い
人
も
、

秋
の
夜
長
に
読
書
を
薬
し
ん
で
み

て
は
と
、
昭
和
二
十
三
年
に
読
書

推
進
運
動
協
議
会
の
主
催
で
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
期
間
は
、
文
化
の

日
（
十
一
月
三
日
）
を
中
心
と
し

た
二
週
間
で
、
読
書
の
奨
励
、
愛

書
精
神
の
高
揚
、
良
書
の
普
及
と

悪
書
の
追
放
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
中
央
図
書
館
で
は
、
読

中本三男監査委員

書
週
間
に
ち
な
み
。
ま
た
開
館
一

周
年
を
記
念
し
て
次
の
行
事
を
行

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
期
間
中
、
十
一
月
三
日
脚

は
特
別
に
開
館
し
、
四
日
側
は
休

館
し
ま
す
。

　
〈
グ
リ
ム
展
〉

　
1
0
月
2
7
日
か
ら
ｎ
月
1
0
日
ま
で
。

　
　
。
あ
つ
次
れ
メ
ル
ヘ
ン
仲
戸

と
題
し
、
グ
リ
ム
生
誕
二
百
年

を
記
念
し
て
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
パ

ネ
ル
展
と
グ
リ
ム
竜
語
、
グ
リ
ム

に
関
す
る
図
書
の
展
示
か
行
い
ま

す
。
童
話
の
世
界
を
心
ゆ
く
ま
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
〈
お
は
な
し
会
〉

　
Ｈ
月
３
日
（
左
表
で
案
内
）
。

　
（
パ
ネ
ル
展
１
中
央
図
書
館
一
年

　
間
の
歩
み
Ｉ
〉

　
1
1
月
１
日
か
ら
1
7
日
ま
で
。

　
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
、
一
年
間
の

活
動
報
告
と
図
書
館
の
姿
を
ご
紹

介
し
示
す
。

　
蔵
書
は
７
万
２
千
冊

　
２
万
２
千
人
が
登
録

　
資
料
の
提
供
、
調
査
研
究
、
教

養
の
研
さ
ん
、
憩
い
の
場
と
し
て

昨
年
十
一
月
に
開
館
し
た
中
央
図

おはなし会

４
’
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い

書
館
（
折
居
台
一
丁
目
、
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
は
、
こ
の
程
一
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
当
初
約

五
万
冊
で
出
発
し
た
蔵
書
は
、
七

万
二
千
冊
に
。
ま
た
、
貸
し
出
し

カ
ー
ド
の
登
録
者
は
、
約
二
万
二

千
入
で
全
市
民
の
一
三
％
に
な
り

ま
し
た
。
蔵
書
の
貸
し
出
し
数
は

三
十
二
万
冊
。
市
民
一
人
当
た
り

二
冊
借
り
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
図
書
館
の
利
用
は
、
館
内
で
は

本
衆
目
由
に
閲
覧
出
来
、
館
外
に

借
り
出
す
場
合
は
、

登
録
者
カ
ー
ド
（
市

内
に
在
住
か
、
通
勤
、

通
学
の
人
に
発
行
）

に
よ
り
一
人
三
冊
三

週
間
借
昨
ら
元
ま
す
。

き　11月3日(祝)と

　午前l［］時半～11時

　（小学校低学年）　　’.’

　午後2時~2時半

％

　いヽ学校高学年）　　劈

ろ　中央図書館集会室
容　読み聞かせ・紙芝居・朗読など

こと
　
内

間い合わせ　中央図書館（a<§)i5n）へ

（
親
子
体
操
）

第４回市民スポーツまつり

　
蔵
書
は
、
学
術
書
や
文
学
、
小

男
苔
の
成
人
書
、
絵
本
や
よ
み

も
の
な
ど
の
児
童
書
か
ほ
じ
め
、

雑
誌
や
紙
芝
居
な
ど
多
数
多
ろ
え

て
ぃ
未
ｙ
。
ま
た
、
視
力
障
害
者

に
は
、
大
活
字
太
や
点
字
ぶ
、
録

音
な
ど
ぶ
匹
書
忿
響
尤
で
ぃ
た

だ
け
る
ぶ
？
心
掛
け
て
ぃ
未
丁
。

　
中
央
図
書
館
で
は
、
市
民
の
身

近
な
本
棚
と
し
て
そ
の
役
割
が
果

た
せ
る
ぷ
コ
、
今
後
も
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
ぃ
ま
ｙ
。

　
市
民
秋
の
見
学
会

　
　
～
歴
史
探
訪
の
集
い
～

　
箆
吊
読
書
ク
ラ
ブ
協
議
会
で

は
、
歴
史
探
訪
の
見
学
会
舎
竹
い

床
罵
お
誘
公
易
せ
の
上
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
3
日
唄
午
前

９
時
～
午
後
５
時
▼
行
き
先
・
：
水

口
、
土
山
、
鈴
鹿
峠
、
関
方
面
▼

参
加
費
・
・
・
三
千
五
百
円
（
昼
食
代

を
含
む
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
・
・
‥
１
１
月
２
日
ま
で
に
、
小
畑

み
ち
よ
さ
ん
（
豊
⑩
8
5
3
8
）
、

桜
井
綾
子
さ
ん
（
豊
⑩
2
8
8
4
）

の
い
ず
れ
か
へ
。

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

秋晴れに…いい汗9千人

10月10日太陽が丘で

　
体
育
の
日
の
十
月
十
日
、
府

立
山
城
総
合
運
動
公
園
（
太
陽

が
丘
）
で
、
第
四
回
市
民
ス
ポ

ー
ツ
ま
つ
ぴ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
。
朝
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
に
は
絶
好
の
秋
晴
れ
で
、
午

後
に
は
真
夏
を
思
わ
せ
る
程
の

陽
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
約
九
千
人
の
老
若

男
女
は
、
リ
ズ
ム
運
動
や
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
か
薬
し
ん
だ
り
、

バ
″
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
に
挑
戦

し
た
り
、
思
い
思
い
に
い
い
汗

奎
凱
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

は
、
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に

気
軽
に
参
加
で
き
る
機
会
を
と
、

毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。
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早
治
市
議
合
一
は
十
月
八
日
、
九

月
定
例
会
の
本
会
議
で
、
収
入
役

に
北
堡
隠
（
ほ
う
じ
よ
フ
よ
し

お
）
亭
ぺ
監
査
委
員
に
中
本
三

男
（
な
か
も
と
み
つ
お
）
さ
ん
を

選
任
同
意
、
教
育
委
員
に
岩
本
昭

造
（
い
わ
も
と
し
よ
’
多
う
）
さ

ん
參
＝
命
同
意
し
ま
し
た
。

　
北
條
収
入
役
と
中
本
監
査
委
員

は
新
任
、
岩
本
教
育
委
員
は
十
二

日
に
教
育
長
に
再
任
（
二
期
目
）

哀
奔
左
。

　
市
議
会
の
同
意
か
受
け
た
北
條

新
収
入
役
は
、
「
今
後
の
早
治
市

政
発
展
の
た
め
に
最
善
奎
尽
ぐ
す

決
意
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
夕
述
べ

ま
し
た
。

　
選
任
さ
れ
た
三
人
の
略
歴
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

北條吉郎収入役

北
條
吉
郎
収
入
役

　
五
十
五
歳
。
昭
和
二
十
九
年
三

月
立
命
館
大
学
法
学
部
卒
業
、
二

十
五
年
七
月
京
都
市
に
勤
務
、
総

務
局
秘
書
課
主
幹
・
市
民
相
談
室

広
報
課
長
、
経
済
局
消
費
経
済
課

長
、
左
京
区
区
民
相
談
室
長
、
上

　市議会

９月定例会

京
区
主
税
長
、
伏
見
区
深
草
支
所

主
税
長
か
歴
任
、
六
十
年
九
月
京

都
市
か
退
職
。
木
幡
南
山
二
Ｔ

二
六
に
在
住
。

昭造教育長

　
ｊ
リ
ー

　
　
　
０
　
彩
Ｖ
ｙ
・
　
岩

岩
本
昭
造
教
育
長

　
五
ナ
で
歳
。
昭
和
二
十
二
年
三

月
府
立
農
林
専
門
学
校
卒
業
、
二

十
二
年
四
月
京
都
府
に
勤
務
、
府

立
医
科
大
学
付
属
病
院
医
事
課
長
、

府
山
城
教
育
局
長
、
府
労
働
経
済

研
究
所
長
、
五
土
八
年
十
月
京
都

府
夕
退
職
、
雲
居
教
育
長
に
就

任
。
伊
勢
田
町
蔭
田
一
１
九
〇
に

中
本
Ξ
男
監
査
委
異

　
六
十
五
嶋
昭
和
十
三
年
府
立

木
津
農
学
校
卒
業
、
二
土
八
年
九

月
宇
治
市
に
勤
務
、
市
民
経
済
部

長
、
民
生
部
長
、
市
民
部
長
、
水

道
部
長
、
五
十
五
年
三
月
宇
治
市

か
退
職
、
同
年
四
月
か
ら
六
十
年

五
月
ま
で
市
水
道
事
業
管
理
者
に

就
任
。
伊
勢
田
町
中
山
一
四
－
六

に
在
住
。

グ
リ
ム
童
話
展
を
開
催
　

中
央
図
書
館
で
パ
ネ
ル
や
図
書
の
展
示

秋の読書週間１０月２

７日から

北
條
収
入
役
を
選
任

　
　
教
育
長
と
監
査
委
員
も
決
ま
る

ぶっくす
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(2)職員給与費の内訳

　　　(昭和6o年度普通会計当初予算より)

(8)職員手当の状況

①期末・勤勉手当の支給割合

職員１人当たり

年間給与費は484万円

※
１
　
　
給
与
は
一
般
職
（
特
別
職
を
除
く
）
の
職
貝

　
　
に
か
か
る
金
額
（
共
済
費
は
除
く
）
で
す
。

　
ｙ
‘
　
そ
の
他
手
当
に
は
、
退
職
手
当
、
児
童
手
当

　
　
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。

区　　　　分
本　　　　市 国

期　　末 勤　　勉 期　　末 勤　　勉

59年度
支給割合

６月期 1.4月分， 0.5月分 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

３月期 0.5月分 - 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分 3.8月分 1.1月分

②退職手当の状況

区　　　分
本　　　　市 －国

自己都合 特退・定年 自己都合 勧奨・定年

60年４月１日
現在の支給率

勤続20年 25.0　月分 45.0月分 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.625月分 57.6月分 33.75月分 44.55月分

勤続35年 56.875月分 81.9月分 47.5月分 62.7　月分

最高限度額 71.5　月分 81.9月分 60.0月分 62.7　月分

その他の加算措置 制　度　な　し
定年前早期退職特例措置

　　（2％～20％加算）

退職時特別昇給
勤続10年以上20年未満　　１号給
勤続20年以上　　　　　　２号給

１号棒

１人当たり平均支給額
自己都合342万円(平均勤続年数12年)

特退･定年2,212万円(平均勤続年数27年) -

※1.本市の特退とは特別希望退職のことであり、年齢50歳以上または勤続20年以上の職
　　　貝を対象とする退職制度です。　　　　　　　　‘

　2. 1人当たり平均支給額は, 59年度に退職した全職種に係る職貝に支給された平均額

　　　です。なお、国の平均支給額は公表されていません。

③調整手当の支給状況
(60年４月１日現在)

支給対象地域 宇治市内全域

支給対象職貝 全職貝（1,384人）

支　　　給　　　率 8％

国　　の　　制　　度

(宇治市内の官署の支給率)

　　　　　3％

ただし、官署指定により
9％支給官署あり

支給対象職貝１人当た
り平均支給月額
　(59年度決算見込)

　　19,458円

(年額233,496円)

④特殊勤務手当の支給状況

※1.調整手当とは、物価などの水準が

　　　特に高い地域に勤務している職貝

　　　に支給さ･れる手当です。

　　　民間の地域差手当(都市手当等)に

　　　相当するものです。

　2.国では、大都市及びその近郊の官

　　　署に勤務する職貝に支給されてい

　　　ます。大都市の支給率の一例を示

　　　しますと、東京都の特別区、名古
　　　屋市、京都市、大阪市。神戸市は

　　　9％、福岡市は6％,札幌市、広

　　　島市は3％となっています。

(59年度決算見込)

区　　　　分 全　　職　　　種

職貝全体に占める
手当支給職員の割合

42.1％

支給対象職貝
１人当たり平均支給月額

6,024円（年額72,291円）

手当.の種類（手当数） ＾19種

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当

消防職貝手当

ごみ収集作業手当屋外に｀おける直接労務手当

多くの職貝に
支給されている手当

技術職貝手当
消防職員手当
ごみ収集作業手当、

　
地
方
公
務
員
の
給
与
に
対
し
て
、
各
方
面
で
強
い
関
心
が
持
た
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
よ
り
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
職
員
の
給

与
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
そ
の
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
市
職
員
の
給
与
の
あ
ら
ま
し
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
市
職
貝
の
給
与
は
、
地
方
公
務
貝
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
給
与

決
定
の
原
則
に
従
っ
て
、
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
特
に
、
市
職
員
の
給
与
の
適
正
化
を
図
る
た
め
。

一
年
間
定
期
昇
給
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
採
用

半
年
後
に
実
施
し
て
い
た
初
任
給
短
縮
の
措
置
は
、
本
年
度
か
ら
廃

止
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
給
与
な
ど
は
、
全
て
税
や
各

種
保
険
料
な
ど
を
含
め
た
額
で
、
実
際
の
手
取
り
額
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
職
具
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

⑤時間外勤務手当の支給状況

区　　　　分 59年度決算見込 5a年度

支　　給　　総　　額 334,798千円 322,774千円

職貝１人当たり支給月額20,173円（年額242,081円）19,548円（年額234,574円）

⑥扶養･住居･通勤手当の支給内容及び国の制度との相違点 (6吽4月１日現在)

区　分 内　　　　　　容
國の制度との異動

国の制度と異なる内容

扶養手当

配　偶　者　　　　　　　　13,2OOP:

配偶者以外の扶養親族

　（子・その他）　　　　　　4,200円

配偶者のない職貝の扶養

親族１人目　　　　　　　　8,900円

異なる
配偶者以外の扶養親族のうち３人目
以上
　本市4,200円　　国1,000円

住居手当

借家･借間　最高支給限度額　14,700円

自己所有家屋取得5年以内　　2,500円

　　　　　　　取得5年以上　　1,000円
異なる・

借家・借間の支給対象とならない家
賃額
本市3,000円以下　国9,000円以下

通勤手当

全額保障限度額　－　　　　21,700円
全額保障限度額を超える場合
は超える額の％を加算

異なる

本市　交通用具利用者も交通機関利
　　　用者に準じて支給

最高支給限度額　国　21,700円
　　　　　　　　本市21,700円を超
　　　　　　　　　　える額は％を
　　　　　　　　　　加算する

(9)ラスパイレス指数の状況

年　度 指　　　数

56 120.6

57 117.1

58 116.7

59 115.1

60 （試算〉113.9

(10)特別職の報酬等の状況

※金額は。いずれも月額です。

※1.ラスパイレス指数は、地方公共団
　　　体の職貝構成が、国と同一である

　　　と仮定した場合に、国の給料額を

　　　100として求められる数値です。

　2. 60年度の数値は。本市が独自で試

　　　算したものです。

(60年４月１日現在)

区　　　　分 給　料　月　額　等

給　　　料

市　　長 700,000円

助　　役 570,000円

収入役 500,000円

報　　酬

議　長 430,000円

副議長 390,000円

議　　貝 350,000円

期末・勤勉

手　　　当

区　　　　　　　分 期　末 勤　勉

市　　長

助　　役

収入役

59年度
支給割合

６月期 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分

３月期 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分

議　　長

副議長

議　　貝

59年度
支給割合

６月期 1.4月分 -

12月期 1.9月分 -

３月期 0.5月分 -

計 3.8月分 -

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
職
員
の
給
与
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W決算額に占める人件費の割合

　　　(昭和59年度普通会計決算見込より)

※
１
　

　
そ
の
他
の
人
件
費
に
は
。
共
済
費
、
退
職
手

当
、
特
別
職
（
市
長
・
議
貝
な
ど
）
に
支
払
っ

た
給
料
、
報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
　
　
市
が
臨
時
的
に
雇
用
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金

　
は
、
人
件
費
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

18億5,332万円（6.4％)

(60年４月１日現在)(3)職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

区　｀分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額平均給与月額平均年齢 平均給料月額 平均給与月額平均年齢

本　　市 231,338円 305,238円 36.2歳 233,212円 294,228円 42.3歳

国 219,097円 - 39.8歳 198,533円 - 47.4歳

※l．給料とは、いわゆる本給(基本給)であI),給与とは、本給と諸手当の合計額です。

　　　また、諸手当には扶養手当、住居手当、通勤手当、調整手当、時間外勤務手当、特

　　　殊勤務手当、管理職手当などが含まれています。

　2.国の一般行政職は、行政職俸給表目,技能労務職は、行政職俸給表(二)の適用職貝で

　　　す。国の平均給与月額は公表されていません。

(60年４月１日現在)w職員の初任給の状況

区　　分
大　　学　　卒 高　校　卒’

初任給 採用２年経過日の給料月額 初任給 探用２年経過日の給料月額

一　般
行政職

本市 118,800円 131,500円 99,900円 107,500円

国 107,500円 118,800円 90,700円 96,600円

※初任給及び採用２年経過日とも、本市の給料月額は国よりも大学卒で２号給、高校卒で

　３号給高い金額となっています。

(60年４月１日現在)am員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政Wi.

大学卒 210,700円 254,500円 297,700円

高校卒 182,200円 217,500円 262,700円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は。採用後の年数をい

　います。

(60年４月１日現在)(6)一般行政職の等級別職員数の状況

区　　　分 １等級 ２等級 3等級 ４等級 ５等級 ６等級 ７等級 計

標準的な職務内容
部長
次長級

課長
主幹級

係長・主査及び主事等 /
職　　貝　　数 22人 71A 259人 233人 55人 36人 ２人 678人

構　　成　　比 3.2％ 10.5％ 38.2％ 34.4％ 8A% 5.3％ 0.3％ 100％

参　考
１年前の構成比3.3％ 9.8％ 30.9％ 41.8％ 9.6％ 4.6％ - 100％

３年前の構成比2.8％ 9.4％ 33.6％ 36.8％ 12.3％ 3.6％ 1.5％ 100％

※1.本市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職貝数です。

　2.標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

(7)昇給期間の短縮状況

区　　　　　　　　分 全　職　貝 うち一般行政職うち技能労務職

59年度

職　　　貝　　　数　　（Ａ） 1,383人 675人 364人

普通昇給期間(12月)を短縮して
昇給した職貝数(Ｂ)

91人 41人 34人

比　　　　　率　(Ｂ)／(Ａ) 6.6％ 6.1％ 9.3％

58年度

職　　貝　　数　　　　（Ａ） 1,376人 666人 366人

普通昇給期間(12月)を短縮して
昇給した職貝数(Ｂ) 82人 35人 30人

比　　　　　率　(Ｂ)／(Ａ) 6.0％ 5.3％ 8.2％

※1.昇給期間の短縮とは、普通昇給（12ヵ月間良好な勤務をしていると認められれば１

　　　号給昇給する制度。一般的に定期昇給とも呼ばれる｡）の期間を特に他の職貝との均

　　　衡などを考慮して、短縮して昇給させる場合をいいます。

　　　本市では、採用半年後に昇給期間を短縮する初任給短縮措置などがあります。

　2.国は、勤務成績によって、予算の範囲内で定期昇給以外に特別に昇給させる制度

　　　（特別昇給）を設けていますが、本市ではこの制度の運用は行っていません。

515

ERIYA
　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
　
出
展
作
品
を
募
集

　
十
一
月
土
ハ
日
出
、
十
七
日
面

に
開
催
す
る
第
五
回
木
幡
公
民
館

ま
つ
り
（
第
ｍ
部
）
へ
の
出
展
作

品
夕
剪
集
し
ま
ず
。

　
▼
募
集
期
間
・
・
・
1
0
月
雖
品
T

3
1
日
閑
▼
募
集
作
品
・
：
絵
回
、
書

道
、
手
工
芸
品
な
ど
（
人
Ｌ
点
）

▼
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
の
ア
マ

チ
ュ
ア
（
個
人
）
▼
申
し
込
み
・

問
忿
Ｂ
せ
・
・
・
木
幡
公
民
館
（
豊

⑩
8
2
9
0
）
へ
直
接
。

　
な
お
、
作
品
の
搬
入
搬
出
は
出

品
者
自
身
で
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
市
民
和
太
鼓
教
室

　
ぶ
治
川
先
陣
太
鼓
聚
た
た
こ

♪
を
テ
ー
マ
に
、
早
治
青
年
会

議
所
の
主
催
で
竹
い
未
了
。
初
回

の
今
回
は
、
和
太
鼓
の
楽
し
さ
や

魅
力
夕
理
解
し
て
い
た
Ｖ
ｙ
こ
と

が
目
的
で
す
。

　
▼
日
程
・
：
1
0
月
2
7
日
旧
～
昭
和

　
市
民
菊
花
展
が
開
催
さ
れ
未
了
。
こ

れ
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
一
周
年
記

念
市
民
文
化
祭
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
ｙ
。
秋
の
風
情
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
1
日
囲
1
1
1
月
９
日

出
▼
と
こ
ろ
・
・
・
歴
史
資
料
館
・
中
央
公

民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
横
の
広
場
。

6
1
年
１
月
ま
で
の
原
則
と
し
て
月

１
回
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民

館
Ｖ
講
師
・
：
古
谷
哲
也
令
？
宇

治
青
年
会
議
所
ド
ン
ド
ン
サ
ー
ク

ル
▼
参
加
資
格
…
高
校
生
以
上

（
性
別
不
問
）
▼
参
加
費
…
無
料
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ｙ
・
卓
治

商
工
会
議
所
内
早
治
青
年
会
議
所

事
務
局
（
豊
⑩
3
1
7
2
）
へ
。

当
日
申
し
込
み
も
可
。

　
な
お
、
参
観
だ
け
の
人
も
歓
迎

し
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
　
菊
花
展

　
　
～
出
展
作
品
を
募
集
～

　
十
一
月
十
日
㈲
・
十
百
聞
に

小
倉
公
民
館
で
開
催
鳶
苫
第
四

回
菊
花
展
へ
の
出
展
作
品
を
募
集

し
津
す
。

　
▼
募
集
期
間
・
・
・
1
0
月
2
1
日
聞
～

1
1
月
６
日
團
▼
募
集
作
品
・
・
・
小
菊

盆
栽
・
懸
が
い
・
大
菊
▼
申
し
込

み
・
問
い
４
１
１
Ｇ
＼
…
小
倉
公
民
館

　
（
豊
⑩
4
6
8
7
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

特
別
展

　
山
城
国
一
揆
と

　
　
　
　
そ
の
時
代

　
今
年
は
、
山
城
国
一
揆
（
‘
一
四

八
五
）
の
成
立
か
ら
、
ち
ょ
う

ど
五
百
年
目
に
あ
た
り
ま
ず
。

　
こ
の
地
方
の
国
人
た
ち
が
結

　11月17日(日)まで

山城郷土資料館

束
し
て
守
護
勢
か
遣
い
出
し
、

自
分
た
ち
で
支
配
し
た
時
代
は

八
年
間
続
き
、
室
町
幕
府
の
権

威
失
墜
に
大
き
な
影
響
を
与
λ

ま
し
た
。

　
展
示
で
は
古
文
書
を
中
心
に
、

室
町
後
期
の
南
山
城
の
歴
史
を

九
項
目
に
分
け
て
た
ど
り
、
改

め
て
山
城
国
一
揆
の
南
山
城
に

お
け
る
意
味
を
考
え
ま
ず
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
7
R
旧
ま
で

　
（
月
曜
日
は
休
館
）
。
時
間
は
毎

日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半
▼

と
こ
ろ
・
・
・
相
楽
郡
山
城
町
上
狛

字
千
両
岩
・
京
都
府
立
山
城
郷

文化財講座の日程

月　日時間 内　　容

10/19
　出

午
後
１
時
１
４時

麟演「南山城における国一揆研究と学習」

　井手小学校校長中津川敏朗さん

展示解説　　山城m土資料館技士

11/9
　出

講演「応仁の乱と山城国一揆」
　　　京都府立総合資料館職n.
講演「山m国一揆再考」

　　　　宇治市歴史資料館館長

土
資
料
館
（
第

１
研
修
室
）
▼

展
示
点
数
・
：
約

1
0
0
点
（
内
重
要

文
化
財
２
件
3
7

点
）
▼
入
館
料

・
・
大
人
二
百
円
、

Ｈ
Ａ
Ｗ
･
六
十
円

　
（
2
0
人
以
上
の

団
体
割
引
あ
亀

　
　
　
（
山
城

郷
土
資
料
館
）

　　11月３・４日

　★午前９時～午後５時

★文化会館リハーサル室

　
こ
の
度
、
秋
の
市
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て

　
「
ス
リ
ラ
ン
カ
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
ず
。

ス
リ
ラ
ン
カ
と
は
「
光
昧
輝
く
島
」
の
意
味
。

別
名
「
宝
石
の
島
」
と
も
い
わ
れ
、
イ
ン
ド
洋

上
に
浮
か
ぶ
数
千
年
の
歴
史
政
岩
国
で
す
。

腱示販売品

宝石・紅茶・銀製品・

陶器・繊維製品（シャ

ツ･ドレスなど）etc

　
本
市
で
は
現
在
、
ス

リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主

義
共
和
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ア
市
と
の
友
好
都
市
提

携
か
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
物
産
展
で
、
同
国

へ
の
理
解
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ス
リ
ラ
ン
カ

を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
放

映
や
パ
ネ
ル
展
示
、
紅

茶
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
未
了
。
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
毒
ｙ
。

　
▼
主
催
…
在
大
阪
ス
リ
ラ
ン
カ
名
誉
総
領
事

館
▼
後
援
山
落
市
、
宇
治
市
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ア

市
友
好
都
市
推
進
市
民
会
議
。
（
秘
書
課
）

NUWARA

スリランカ物産展

　　市民文化祭の

市民菊花展

10月21日～11月9

日
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秋
の
一
日
植
物
園
へ

　
日
ご
ろ
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
な

状
況
に
よ
り
、
外
出
の
機
会
夕
辱

る
こ
と
の
出
来
な
い
車
い
す
利
用

の
人
を
対
象
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

車
い
す
利
用
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
募
集

ヨ
ソ
矛
行
い
ま
で
］
。
併
せ
て
当
日

漁
緊
兵
に
し
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
Ｌ
蛋
罵
ぜ

ひ
、
公
茄
く
だ
さ
い
。

▲友愛の丘でのレクリエーション（昨年U月）

　
▼
と
き
L
1
1
月
４
日
㈱
、
午
前

９
漿
Ｔ
午
後
５
時
半
▼
隻
・
…

総
合
福
祉
会
館
（
な
お
、
必
要
な

人
に
は
、
自
宅
か
ら
稿
蒙
じ
ま

す
）
▼
行
章
？
・
府
立
植
物
園
（
菊

花
展
開
催
中
）
▼
対
象
・
：
車
い
す

戦
日
常
利
用
し
て
お
ら
れ
る
人

▼
参
加
料
・
：
五
百
円
（
入
場
料
、

交
通
費
、
弁
当
代
含
む
）
▼
申
し

要
約

筆
記

養
成

講
座
の

日
程
表

日時 前半(13:i5～U:15)後半(14:30～16:30)

1(1汐
開講式

難聴者の体験発表
難聴者運動と要約筆記

実習l
・実習を始めるにあたって

・自然に手が動くように

1(16y
要約筆記とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
要約筆記の実態

派遣制度について

実習２

・文が完結するように

ヅ
要約筆記者の体験発表

実習3

・要点をつかむように

実習のまとめ
閉講式

交流会

｜　　　月翼=s吻回z＼}Tiu月ﾌｺﾞ゛y

　この公表価格は、,10月初めに実施した消費者‘モニタ

ー店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　格 瀧
価格状況

琵 最低
価格対腕月比 対騎牟比

灯　　油
18(店頭

1,322" 0.5AlO.O1,40『 1,17"

18≪配達 1,391▲0.1▲8.41,4901,270

ガソリン
レギュラー11現金
売り 140 0.7A 4.1 145 130

ティッシュ

　ペーノf－ 400枚入り1箱
(ｸﾘﾈｯｸﾞｽ･ｽｺ7f(l 153 1.3 2.0 168 130

台所用
　　ラップ

サランラップ

30CI11×20111 224 2.8 5.2 238 178

アルミ
　　ホイル 25CI11×８ｍ 159A .1.2 ０ 180 no

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 230 ０All.2 230 225

洗濯用
　粉石けん 2.4kg 872 1.8▲2.1 970 65）

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 335▲0.2▲7.7 500 242

塩iけ 切り身100g 340 2.7 16.0 430 148

バレイショ 男爵100g 22 4.8 4.8 38 13

キャベツ中玉約1kg 125轟36.2▲8.8 178 75

鶏　　卵Mサイズパック入
10(9 229 4.6 6.5 268 19）

食用油 日柵サラダ油瓶入
1.650g 720 1.1▲2.4 880 63）

しよう油キッコーマン置口
瓶入2 t 539▲0.2 0.2 598 498

砂　　糖上白Ikg 260 ０ ０ 278 230

小麦粉 日清小麦粉フラワー
1kg（薄力≫） 211 1.0 5.5 238 203

インスタント
　コーヒー ネスカフェ黒ラベル

瓶入150 g 1.051 3.0 6.21,158 945

み　　そタヶヤミソlk≪328 3.8 11.2 358 268

食ノｆン
普通品1斤
(スライスしたもの) 161▲0.6▲17.9 200 120

洗濯代 ワイシャツ
白の長そで 156 ０ 9.1 250 120

小
倉
小
学
校
体
育
館
▼
参
加
費
・
：

五
百
円
▼
服
装
…
軽
装
（
女
性
は

ズ
ボ
ン
着
用
）
▼
持
参
品
・
・
・
鈴
（
リ

ン
グ
ベ
ル
）
．
木
琴
の
ば
ち
２
本

　
（
多
？
ハ
だ
け
）
、
運
動
靴
、
弁

当
▼
主
催
・
・
・
宏
雨
襲
福
祉
協

議
心
一
▼
問
い
合
幻
せ
…
襲
福
祉

協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

お
知
ら
せ

　
1
0
月
は
市
・
府
民
税

第
３
期
分
の
納
付
月

　
1
0
月
は
、
市
・
府
民
税
第
３
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
、
・
お
導
ゐ
金
融
機
関
へ
お
納

め
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
（
納
税
課
）

　
家
庭
看
護
講
習
会

　
家
庭
に
病
人
が
出
た
場
合
、
そ

の
世
話
の
仕
方
で
行
き
届
い
た
看

護
が
で
き
、
ま
た
介
護
す
る
人
に

と
っ
て
も
疲
労
度
が
違
っ
て
W
i
i

す
。
介
護
の
基
本
や
コ
ツ
を
身
に

付
け
て
よ
于
な
世
話
の
方
法
か
勉

強
し
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
１
日
面
、
６
日

伽
、
８
日
面
、
臨
日
伽
、
2
0
日
團
、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
半
に
Ｌ

３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
保
健
医
療
セ

ン
タ
上
二
階
大
会
議
室
▼
講
師
・
・
・

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
・
源

平
久
美
子
さ
ん
▼
定
員
・
：
2
0
人
（

先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
1
0
月
2
5
日
面
ま
で
に
保

▲印は減

健
予
防
課
（
雲
⑩
3
1
4
1
）
へ

電
話
か
来
庁
刄
（
保
健
予
防
課
）

　
　
「
京
焼
の
里
」

　
　
炭
山
を
訪
ね
て

　
秋
の
一
日
、
京
焼
の
里
炭
山
で
、

陶
芸
と
本
茶
染
か
薬
し
み
、
昼
食

に
は
シ
イ
タ
ヶ
ご
飯
夕
吸
わ
い
な

が
ら
の
ん
び
ひ
と
散
策
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
2
4
日
面
、
午
前

９
時
半
、
1
0
時
2
0
分
、
1
1
時
1
0
分
、

正
午
の
４
回
に
分
け
て
出
発
（
雨

天
決
行
）
▼
集
合
場
所
・
・
・
京
阪
宇

自動車利用の

　実態調査

　
全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
が

十
月
下
旬
に
全
国
で
一
斉
に
実

施
套
な
チ
。

　
こ
の
調
査
は
、
皆
会
几
が
日

ご
ろ
の
牛
活
の
中
で
、
自
動
車

治
駅
前
（
炭
山
へ
の
直
接
集
合
も

可
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
炭
山
▼

定
員
・
・
・
先
着
1
3
0
人
▼
参
加
料
：
大

人
二
千
五
百
円
、
幼
児
二
千
円
（
昼

食
、
送
迎
バ
ス
、
土
産
付
き
、
た
だ

し
京
焼
の
焼
き
代
は
別
に
必
要
）

▼
参
加
券
発
売
・
・
・
宏
吊
観
光
セ

ン
タ
ー
・
宇
治
観
光
案
内
所
・
京
阪

交
通
社
各
営
業
所
で
1
0
月
2
2
日
脚

午
前
1
0
時
か
ら
（
観
光
セ
ン
タ
ー

の
み
電
話
予
約
可
豊
⑩
3
3
3

4
）
▼
主
催
・
・
・
宇
治
観
光
協
会
、

炭
山
地
区
陶
磁
器
産
地
協
議
会
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治
観
光
協
会

　
（
酋
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
当
日
、
生
シ
イ
タ
ケ
や
陶
器
の

即
売
も
あ
り
未
了
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
宇
治
の
風
景
画
展

　
▼
と
き
…
1
0
月
2
4
日
團
ト
3
0
日

困
、
午
前
９
時
１
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
二

階
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
無
料
法
律
相
談

　
▼
と
き
・
・
官
月
３
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
市
民
会
館
▼
相
談
内
容
・
：
借
地
・

借
家
、
相
続
、
手
形
な
芦
法
律
問

題
一
般
（
税
務
相
談
は
除
ぐ
）
▼

相
談
料
…
無
料
▼
相
談
員
・
：
京
都

大
学
法
学
部
の
４
人
の
教
授
、
助

教
授
と
、
同
部
出
身
の
弁
護
士
お

よ
び
同
部
員
。
　
　
（
広
報
課
）

か
ど
の
様
に
使
用
し
て
い
る
か

を
調
査
し
、
将
来
の
交
通
対
策

や
ま
ち
づ
ぐ
吟
’
な
ど
に
役
立
て

る
為
の
璽
要
な
基
礎
資
料
と
な

ス
石
の
で
ｙ
。

　
無
作
為
に
摺
回
れ
た
自
動

車
所
有
者
ま
た
は
事
業
所
を

調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
日
の

自
動
車
利
用
状
況
に
つ
い
て
調

喜
男
記
入
か
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
ず
。

　
調
査
の
折
に
は
、
皆
泰
か
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

求
’
ｙ
。
詳
１
　
て
は
、
京
都
府
土

木
建
設
部
道
路
独
汲
課
豊
０
７

｛
｝
㈲
8
1
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
）

　
全
国
へ
き
地
教
育

　
研
究
大
会
（
講
演
）

　
▼
と
き
…
1
0
月
苔
吊
、
午
前

1
1
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
▼
テ
ー
マ
…
産
業
と

文
化
と
伝
統
▼
講
師
・
：
京
都
大
学

名
誉
教
授
・
吉
田
｛
銘
さ
ん
▼
定

員
・
・
・
二
百
人
（
先
着
順
）
▼
入
場

・
：
無
料
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
京
都
府
施
設
見
学
会

　
府
政
に
対
す
る
理
解
か
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
府
民
の
声

か
府
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
京

都
府
施
設
見
学
会
か
開
き
乖
で
］
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
6
日
出
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
1
0
分
▼
集
合
・

解
散
・
・
・
京
都
府
密
雲
総
合
庁
舎
▼

見
学
先
・
・
・
こ
戸
も
文
化
会
館
↓
植

物
園
↓
農
林
漁
業
祭
（
京
都
市
立

勧
業
館
）
↓
伏
見
港
公
園
総
合
体

育
館
▼
対
象
・
：
2
0
歳
以
上
の
市
民

　
（
舌
紅
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）
▼
定
員
1
0
0
人
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
・
：
無

料
。
昼
食
な
ど
は
各
自
持
参
▼
申

し
込
み
・
問
い
令
口
せ
…
往
復
は

が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
か
明
記
の
上
、

宇
治
若
森
了
の
Ｉ
宇
治
地
方
振
興

局
総
務
課
（
ａ
⑩
２
６
１
）
へ

▼
受
付
期
間
・
・
・
1
0
月
2
7
日
㈲
の
消

印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。

　
　
　
　
（
皐
治
地
方
振
興
局
）
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ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
〈
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
〉

　
▼
と
き
・
・
・
一
…
…
一
月
2
6
日
出
、
午
後

７
堕
Ｔ
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
中
学
校
体
育
館
（
上
靴
持
参
の

こ
と
）
▼
参
加
料
…
無
料
。

　
〈
卓
球
〉

　
▼
と
き
Å
‥
‥
一
月
９
日
出
、
午
後

７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
中
学
校
▼
参
加
料
…
無
料
。

　
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加

出
来
ま
す
。
上
靴
を
も
っ
て
直
接

心
】
場
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
卓
球
教
室

　
▼
と
さ
・
・
・
1
1
月
１
日
廊
～
2
7
日

團
ま
で
の
毎
週
水
・
金
曜
日
の
８

日
間
、
午
後
７
時
半
Ｌ
９
時
半
▼

と
こ
ろ
・
・
・
南
小
倉
小
学
校
体
育
館

▼
対
象
・
定
員
・
・
・
一
般
社
会
人
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
・
・
・
五
百

円
▼
申
し
込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
。

　
宇
治
市
オ
リ
エ
ン

　
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
４
日
向
、
午
前

８
時
半
～
1
0
時
半
ま
で
受
け
付
け

　
（
小
雨
決
行
）
▼
出
発
・
ゴ
ー
ル

↓
爾
が
丘
（
公
園
セ
ン
タ
ー
横

緑
地
）
▼
形
式
・
：
ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ

▼
ク
ラ
ス
ー
コ
ー
ス
距
離
・
・
・
左
表

の
と
お
り
▼
参
加
料
・
・
・
個
人
上
二

百
円
、
グ
ル
ー
プ
＝
一
人
に
つ
き

百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
直
接
会
場
へ
。

コ
ン
パ
ス
は
主
催
者
で
用
意
。
赤

ボ
ー
ル
ペ
ン
持
参
。

オリエンテーリングのクラス･距離表

個

人
個人クラス

Ａ 7～8kni中学生以上の俑人

Ｂ 5-7km 中学生以上の個人
(初心者向き）

グ

ノレ
１

プ
－
２

Ｓ
５

人

で

１
岨
－

一般グラス
Ａ 6～8lini 男・女または混合で構成

するパーティー

Ｂ 5～7km 男・女または混合で構成
するパーティ（初心者向き）

家族クラス4～6k≪子どもを含む家族で構成
するパーティ

少年･少女クラス4-61m
l直までの男児もしくは女児のみのパ
ーftあるいはその混合のパーティ

在宅障害者

デイ･サｰビス

込
み
・
問
忿
Ｂ
せ
・
・
・
程
好
百

聞
ま
で
に
襲
福
祉
協
議
必
一
ポ
ラ

ン
テ
Ｔ
ア
バ
ン
ク
（
ｆ
ｉ
§
ｉ
ｎ
ｃ
Ｄ
ｉ
ｎ

４
）
へ
。

　
当
日
は
、
ト
イ
レ
設
営
を
し
ま

す
（
ト
イ
レ
テ
ン
ト
）
。

　
　
　
　
　
◇

　
「
要
約
筆
記
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
聴
覚
に
障
害
か
待
っ
た
人
た
ち

が
参
加
す
ゑ
器
な
ど
で
、
話
の

内
容
か
聞
い
て
≪
Ａ
＞
ｅ
て
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
」
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
講
座
で
す
。

　
▼
Ｅ
程
・
内
容
：
上
表
の
と
お

り
▼
と
こ
φ
：
総
合
福
祉
会
館
▼

受
講
料
・
・
蕪
料
▼
主
催
・
：
市
難
聴

煮
呂
▼
申
し
込
み
・
問
忿
Ｂ

せ
・
・
・
1
1
月
５
Ｅ
㈹
ま
で
に
襲
福

祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
加
賀
谷
式
集
団
音
楽
療
法

　
音
楽
の
特
性
金
｝
痴
し
、
障
害

か
痔
っ
た
舌
む
の
発
育
を
助
け

る
た
め
の
m
療
法
の
講
習
会
が

開
か
れ
ま
す
。

　
▼
と
さ
・
・
・
1
0
尽
哲
朗
、
午
前

1
0
時
～
午
後
２
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

お買物の

めやす　

消費者物

価20（

10月分

中
高
年
者
の
運
動

市民体育のお知らせ

健
康
管
理
の
す
す
め
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